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稲の微働遺伝子による擬似叢粒性の発現様式，並びに
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(稲の交雑に関する研究第 XXXVI報)

森村克美・高橋高右衛門

(北海道大学農学部育種学教室)

Polygenic character expression on pseudoclustering habit， and 

correlated response between clustering habit and some 

morphological characters in rice plant 

(Genetical studies on rice plant， XXXVI) 

Katsuyoshi MORIMURA and Man-emon TAKAHASHI 

(Plant Breeding Institute， Faculty of Agriculture 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

Received May 28， 1968 

緒言

前報において叢粒性につきそれを質的に支配する主働

遺伝子と量的に変更する徴働遺伝子の働き合いを論じた

が，そのなかでいわゆる正常型の稲にさえも叢性傾向が

認られることがあり，それがやはり微働遺伝子に因る可

能性の高いことを報告した (TAKAHASHI and MORI-

MURA 1968，森村及び高橋 1968)。後者の叢粒性もやは

り枝梗の先端部の短縮にともなう叢生部の形成であり，

一穂着粒数とは無関係である。従って一種の節間伸長の

抑制型とみなすことができる。本報ではこのような観点

から把握された本形質と，その他の形態的形質との聞に

みられる相関反応 (correlat巴dresponse)を調査した結

果が述べられている。またこれらの異常が人為的な処理

や環境の差異により如何に変異するか，或いは既存の一

般品種のなかにこのような異常がどれ程含まれているか

についても述べたものである。

本論に入るに先き立ち，国立遺伝学研究所の酒井寛一

博士によるご指導をはじめ，同研究所応用遺伝部各位の

ご協力，北海道立上川農業試験場長島崎佳郎博士並びに

北海道大学農学部育種学教室木下俊郎氏のご援助に対し

謝意を表する次第である。

材料及び方法

正常稲にみられる着粒性異常 これを擬似叢粒性と

* 北海道大学農学部育種学教室業績
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いうーーの調査材料は北海道外の現行栽培品種約25種，

北海道内の新旧品種約 40種がその主体をなすが， ほか

に北海道大学農学部や九州大学農学部の連鎖群分析用の

遺伝子型株も含まれている。人為的処理のーっとして行

なわれた 137CSによる T線照射は国立遺伝学研究所の施

設を利用した。また栽培はその大部分が北海道立日11農

業試験場の圃場に於いて行なわれた。

擬似叢粒性の発現頻度調査は全穂調査で行なわれ，交

雑後代の各種形質の表現度に関しては各個体の代表穂、5

穂を供用した。表示方法については前報(森村及び高橋

1968)に記した叢粒性の場合に準じている。すなわち校

梗欠如の表現に対しては主軸に着生する一次校梗の節位

数に対する退化校梗数の割合が用いられ，輪枝性に関し

ては全校便数に対する輸校形成部の枝梗数の割合にれ

をaroという)と，全節数に対する輪校形成部の節位数
の割合(これをb%とする)が測定された。 なお栽培方

法はそれぞれの地域の慣行法によった。

実験結果

まず正常型の代表ともいうべき日本木州の栽培品種の

校板先端部の異常程度を調べ，第1表の成績を得た。こ

れによると各品種ともに殆んど異常はみられない。一方

第2表の現行の道内品種ではかなりの異常 擬似叢粒

性一←が認められ，特に新栄，早生錦，テイネなどの品

種において著しい。擬似叢粒性は第3表の道内旧品種で
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は一層多くなり，むしろ普遍的な現象の在日さえ呈した。

なかでも松木綿，功協などは表現度も高いものであった

(第l図)。

通常品種・系統の擬似w粒性の表現度が場所などによ
り変異するかどうかにつき北海道旭川市と l符岡県三，I~;jrli 
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Fig. L Pseudoclustered spikelets 

Table 4. Comparison of degree of“pseudo-
c¥ustering" expressivity on plants 

grown in different places 

Kamikawa1) M云hima21

Lines ，U 日 ，3 I 日

A-58 8469 。。 8148 o 0 
D-26 10017 。。 9408 。。
A-98 5300 。。 7935 。。
D-29 13421 。。 10954 。。
A-127 10608 。。 7230 2 0.03 
A-133 4085 2 0.04 2086 。。
D-31 7953 。。 6898 2 0.03 
D-38 9594 2 0.02 9952 。。
A-35 7210 8 0.11 2811 2 0.07 

Fukuyuki 9217 64 0.69 6037 81 1.34 

H-16 6213 302 4.86 2521 104 4.13 

H-85 12076 345 2.86 4224 230 5.45 

H-33 12072 755 6.25 6672 564 8.45 

一一一一一一

日 Numberof grains 

，3: Number of grains expressing pseudoclustering 

γ 。ーX100 
日

1) central Hokkaido 

2) middle part of Japan main land 

Table 5. Comparison of“pseudoclustering" 
expressivity uncler different tenト

perature condition in green house 

(Spring-1966) 

、アar ιr 

Sasahonami A 1474 

B 1165 

Hosetsu-A A 1820 

B 1442 

Mimasari A 2457 

B 1099 

Toyohikari A 3416 

B 3814 

A: Constant temperature 

B: Alternating temperature 
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1: 三x100 
日

で栽培して得られた 13の系統の例を示すと第4表の如

くであった。これによれば北海道で特に異常が多発する

というような傾向は先ず認められないといってよい。ま

た，冬期にi品i室で2掃の条件すなわち， (A)全生育期間

恒IliL (B)最低温度は一定に保つがそれ以外は外気瓶の

、変化を受ける状態，で;1:!tJ者ーを試みたところ，各品種共に

f>>~似叢粒性の表現度につき B>A となった(第 5:jif)。

その他，潔境条件に対する木)1ヲ!貨の反応、として 51""'11W

を2反覆， 16区制の下で窒素肥料8砥区， 12疋区，冷水

m流!三，)!ft光30%[三，並びにそれぞれの対照区を設けて
調査を行なった。その結果は第 6表の如くであり， 51_¥ij 

f1fjを合計して各処浬区毎に表現度を比較してみると，冷
水区 (0.779'0)とその対照区 (0.359'0)，遮光区 (0.70%)と

その対照区 (0.42%)，窒素 12砥区 (0.545も)と同8砥区

(0.52%)なる関係にあり， EE素量は別として， (1也の 2処

理においては差が生じていた。

第7表は 137CSのr~JR照射による結果を示したもので

ある。照射により変異は大きくなったが，平均値として

の変化はそれ程大きくはなかった。しかしいま，この実

験に限り表現程度を 100穂当りのJ疑似叢粒性胃11と数で表
わしてみると，表の上部は 10品種にそれぞれ 20Kr， 

30 Krを照射した場合であるが，対照IRでは3.7粒，20Kr

区では6.3粒， 30Kr区では8.1粒となり， JI!側、f品;が多く

なるにつれ異rl;r;も憎す傾向は認められた。



404 北海道大学農学部邦文紀要第 6巻第4号

Table 6. Comparison of“pseudoclustering" expressivity among some 

varieties under various environmental conditions 
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4 5049 0.16 7073 0.08 4976 0.12 7061 0.45 6215 0β3 30374 0.18 

8 5149 0.04 6438 0.03 12632 0.05 8269 1.19 7280 0.19 39768 0.31 

m. 5099 0.10 6756 0.06 8804 0.09 7665 0.82 6748 0.11 35071 0昂

9 5557 0.31 4752 0.82 5883 0.54 7916 1.87 6001 0.77 30109 0.94 

13 5216 0.19 4041 0.30 4727 0.51 6123 1.55 5999 0.45 26106 0.64 

m. 5387 0.25 4397 0.56 5305 0.53 7020 1.71 6000 0.61 28108 0.79 

10 4811 0.37 4411 0.68 5234 1.57 5291 2.82 6038 0.86 25785 1.28 

14 4558 0.18 4259 0.47 5281 0.80 6347 2.60 4589 0.63 25035 1.05 

m. 4685 0.28 4335 0.58 5258 0.69 5819 2.71 5314 0.75 25410 1.17 

11 

15 

5902 0.30 6267 0.14 5636 0.28 7179 1.78 5011 0目56

4758 0.17 5035 0.28 5424 0.37 6276 1.05 6276 0.54 

5330 0.24 5651 0.21 5530 0.33 6728 1.42 5644 0.55 ロ1

12 

16 

4320 0.19 5932 0.17 

5154 0.07 5659 0.11 

4737 0.13 5796 0.14 m. 

4952 .0 5456 

5534 0.35 6394 

5243 0.18 5925 

29995 0.66 

27769 0.51 

28882 0.59 

27714 0.53 

29670 0.54 

28692 0.54 

1.70 7054 0.54 

1.61 6929 0.35 

1.66 6992 0.45 

Mean 5017 0.16 5449 0.26 5607 0.34 6563 1.26 6097 0.39 28732 0.56 

* 1: Hokuiku-33 
2: Norin-20 

3: Shiokari 

4: Fukuyuki 

5: Sasahonami 

日 No.of grains 

s: Peacentage of 

pseudoclustering 

Pooled percentage 

Cool Water 0.77% 
Normal 0.3570 

Interception of light 0.70% 
Normal 0.42% 

Nitrogen 8 kg 0.58% 
12 kg 0.54% 

Plot Number 1， 5: ** 

2， 6: ** 
3， 7: ** 

4， 8: ** 
9， 13: * 
10， 14: * 
11， 15: * 
12， 16: * 

* ワム“

Q
U

ワ白

Q
U

ヮ“

a
u

つμ
Q

U

YE目
晶

司

t

A

'

E

A

可

EA

* 
** 

** 
* 
* 
*水

** 

* Cool * Interception Nitrogen Fert. 
Water of light (3070) 

8-8 kgjO.1 ha 
料 Nor- 料 Normal
mal "w....u.(O%) 12-12 kgjO.1 ha 
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Table 7. Effect of irracliation on c1egree of “pseucloclustering" expressivity 

Cont 20 Kr. 30 Kr. 
Var. 

ιx Jゴ ; 、 ιr a ド

Shiol日 n 239 23 9.6 228 19 8.3 246 22 8.9 

Sasahonami 271 6 つ2 230 16 7.0 289 6 2.1 

Hokuiku-33 259 O 。 293 6 2.0 322 20 6.2 

Shin日 tsu 250 ') 0.8 250 12 4.8 249 1(; 6.4 

Hosetsu-A 265 】ワ 0.8 277 4 1.4 279 25 9.0 

Ishikarishiroke 166 6 3.6 202 3.0 207 16 7.7 

Wasenishiki 333 33 9.9 405 74 18.3 387 37 10.0 

Teruminori 260 2 0.8 268 8 3.0 275 つ2 8.0 

Toyohikari 283 4 1.4 300 12 4.0 361 14 3.9 

Mimasari 311 16 5.1 408 66 16.2 

Mean 258 3.7 276 6.3 302 8.1 

30 plants was investigatecl for each C. ancl irracliatecl line. 

25 Kr. 
lines 

Conl. 

ιr Jゴ i 。 戸 ャd 

C-16-5s (N-44) 79 19 24 84 4 5 

C-16-4s 86 26 30 88 10 11 

， C-15-2s 76 12 16 78 16 21 

C-18-1s 81 12 15 85 4 5 

C-18-2s 80 12 15 77 4 5 

Total or mean 402 71 (18) 412 38 (9) 

5-1 (A-5) 88 O 。 75 2 3 

5-2 73 2 3 74 O O 

5-3 77 2 3 82 O 。
5-4 75 。 o 70 。 O 

5-5 79 ') 3 71 。 。
Total or mean 392 6 ( 2) 372 2 (1 ) 

7-xs (A-58) 87 ') 2 86 。 O 

7-bm 77 。 。 89 。 O 

7-cm 68 O 。 84 。 。
7-em 95 O 。 92 O O 

7-2s 88 2 2 94 O 。
Total or mean 415 4 ( 1) 445 。 (0) 

10 plants was investigatecl {or each C. ancl irradiatecl line 

日 Numberof panicles 

戸 Numbrof grains expressing pseucloclustering 

r: Number of grains per 100 panicles 
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Table 8. Comparison of some morphological characters between 

clusterecl ancl normal segregates in F4 

Characters * 

Lines A B C D E F G 

Cl (f Cl Cl+ Cl Cl+ Cl Cl' Cl Clト Cl cl' Cl Cl+ 

3-121-1 32 14 19.7 19.3 15.1 15.2 7目4 7.8 15.6 16.8 2.09 2.15 96.8 98.5 

-2 32 10 22.2 17.0 14.7 14.6 9.1 8.6 16.6 15.1 1.83 1.75 93.8 90.6 

-3 31 12 21.9 18.8 15.3 15.1 7.1 7.4 14.5 15.4 2.03 2.07 89.5 90.7 

-4 36 8 21.9 24.3 15.5 15.7 7.1 8.4 15.1 17.1 2.13 2.04 93.6 99.3 

5 30 13 19.8 20.0 15.8 15.3 7.5 7.6 15.4 16.7 2.04 2.19 92.7 95.6 

-6 33 13 23.2 20.8 15.5 15.0 7.9 8.3 14.5 15.8 1.85 1.89 94.6 100.9 

3-163-1 34 11 20.0 20.5 15.0 15.7 10.7 11.2 16.4 17.5 1.53 1.56 94目8 100.0 

-2 27 17 21.1 20.0 16.4 16.4 10.3 11.2 17.1 19.2 1.67 1.71 99.3 101.4 

-3 33 13 20.6 22.7 15.5 15.8 9.6 10.4 17.4 19.2 1.81 1.85 93.8 94.0 

4 34 9 17.4 18.3 14.8 15.2 8.8 9.2 16.4 17.0 1.86 1.84 92.2 93.4 

5 30 11 21.5 23.2 15.3 15.8 12.1 13.2 17.5 20.0 1.44 1.51 92.5 93.1 

3-165-1 34 10 20.4 21.5 15.4 15.4 6.8 8.1 16.2 17.8 2.37 2.19 92.8 94.6 

-3 25 12 19.0 19.6 15.8 16.2 7.6 7.6 16.6 17.7 2.17 2.32 89目6 92.6 

4 35 7 20.3 22.8 15.1 15.0 8.0 10.1 17.3 19.4 2.16 1.91 87.4 88.6 

-7 29 13 20.7 16.2 15.4 15.8 8.9 8目1 16.6 14目8 1.86 1.83 85.0 85.3 

9 34 11 20.1 20.0 16.2 15.8 8.1 8.6 15.3 15.2 1.88 l.75 87.7 89目9
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Mean 19.4 19.4 15.9 16.1 8.4 8.8 15.0 16.2 1.78 1.87 92.1 95.8 
(g) (cm) (g) (g) (cm) 

水 A: Number of plants segregating to Cl ancl Cz" in F4 
B: Straw weight per plant 

C: Panicle length 

D: Number of panicles per plant 

E: Panicle weight per plant 

F: Panicle weight per panicle 

G: Culm length 
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次いで 2交雑組合せ， A-58 x CI-4及び N-44x CI-4 

(A-58及び N-44は正常型， CI-4は設粒性主働遺伝子Cl

を含む系統)の F4世代で Clに関し叢生型個体in(CljCI 
及び Cl/Cl')と正常型個体群 (CI+jCI+)に3:1に分隊

する系統につき，それぞれの訴における各形質の平均値

を算出してみた(第8表)。供試系統数は 28，総個体数は

1200である。その結果両群の間で藁重，穂長，及び艇j、数

には差はなかったが，科長については 28系統のうち 27

系統までが正常型の方が科が長く，全系統の平均値で

3.7 cmの差(有意)があった。 なお始、重 1秘、重に関し

ては叢生型において叢粒性程度が高くなった場合にのみ

やや劣っていた。これは本形質が稔実に不利な形態とも

考えられ，同時にJl目立をも招き易い形状にあるためと考

えられる。

また輸校性のj宣伝に関しても若干の知見を得た。輸校

とは校j突が穂、軸に輸生状に着生する形質であり，質的に

は主働遺伝子バにより支配されるものである。第2図

は輸枝系統Fl-I09を叢粒性の Clー7に，また同じく輸枝

性の H-68を叢粒性の CI-7に配した交雑の F2における

Panicle len9th 
b百 a% Mean (cm) 
0-10 16.9 
20 18.2 
30 18.9 
40 18.6 
50 19.4 
60 19.7 
70 17.1 

80 14.7 
90 14.5 
100 14.日

FH09 x CI-7 
(Ti) (ClI 

90 

80 

70 

60 

50 

40 '. 
・・・ . ・.・.・:.... 
'. ・..・・・...... ，..一-・..:~:・.--ー-.'.， .・・

・. . . 

30 

20 

!日

10 20 30 40 50 60 70 80 90 a判

分離を示したものである。前者の組合せには輸校凶:の表

現度の低いものが多く，後者には表現度の比較的高い似

体が生じた。輸校側f*(，ψ，)の穂は門ト/ri・や ri+/ri+ 

とみられる個体のそれよりも切らかに短かい。しかし輪

校の表現度と枝便数との聞の相関は低かった。したがっ

て輸枝の表現度と枝l妥当りの長さとの聞は負の相関とな

り，表現度の高いもの程，穂長が短かくなる。また各組

合せのFd回休を叢粒性型と正常型に分け， 各形質につ
き比較したところ，糖、長や一次枝梗数には差は認められ

なかった。なお第3図の分布からみれば，叢粒性個体に

は比I佼的輸枝性の高いものが多い傾向にあるといえる。

最後に叢粒性の表現度に関与する微働遺伝子と既知標

識遺伝子との関係を調べてみた。多数の交雑組合せのう

ちN-44(匹乳性 'lVX，有吉性An保有)xH-85(媛性d2，

密粒性【J1'保有)において注目すべき分離が得られた。

すなわちゐ(第2連鎖群)または Ur(第7述鎖聞を有

する個体が擬似叢粒性の表現度が高しまた浸透率も1拾

す傾向にあったのである i第4図)。特に d2Urの遺伝子

221の個体においてそれが著しかった。

Panicle length 
b拓..i吋 何回n(cm) 
I 0-10 18.4 
20 18.5 
30 17.9 
40 J 7.7 
50 J 8.4 
60 18.0 
70 17.4 
80 17.6 
90 14.8 

60ト 100 14.8 
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Fig. 2. Dot-diagrams of two kinds of“rinshi (whorled arrangement 
of rachises)" expressivity in F2 population 

F/一109x C/-7 H-68 x C/-7 

a% 

10 

Fig. 3. Comparison of“rinshi" expressivity in clustered 

and normal phenotypic plants 
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Ur-An dz-Ur An-c志 wx-d， Ur-wx An-wx 

Fig. 4. Degree of“pseucloclustering" expressivity as a sicle effec.:t 
genes responsible for other morphologiじalcharacters 

論 考

主(動遺伝子が関与する場合の荒粒'1'1:の必現!交も，また

微働遺伝子による形質表現も比較的交'ぶしたものである

ことは事実であるが3 環境の如何によっては変具する場

合も同同一に認められた。

各位の人為的処理では呉なる準記条件による涯は刻わ

れず，jill;光，冷水J片流，恒llill変iliilなどの Fでは校以!の先

端の発育異常としての叢生化が認められたことは，その

原因に{Mt度が関係していることを示唆するものと考えて

よいであろう。 i温度による形質の表況の変化について

は，いずれもショウジョウパエを用いた SANG及び

McDoNALD (1954)， BA TEMAN (1959)， MILKMAN 

(1960， 19(1)， DRUGER (1962， 1963)， SANG及び BURNET

(1963)などの報告があり，熱処理などによって表現主1)模

写に閲する浸透率や表現度が変化している。

放射線は遺伝変異を拡大すると同時にこの変異を利JIJ

して量的形質の遺伝的機構を究明することが可能であ

る。著者らの結果;でも， !照射量:に比例lして呉常の表JJUit

や発現頻度が片i加した。これは叢粒化に関与する微働遺

伝子系が変異ーしたことがその一因とJtiJlljされたが，その

笑ffiJ::は充分な後代検定にまたねばならない。

j疑似i(~粒化の頻度と標識遺伝子との|主j係について興味

f化、ことはどん及びu，.が叢粒性の浸透率や表現皮と;¥弘、
表現~相関を示したことである。特にどん u，. なる遺伝子

gJの場合に表現度がt前進した。 BREESE及び MATHER

(1960)は染色体部分の多面発現効果はそのi:ii分に存する

異なった微働遺伝子系の聞の述鎖と考えたほうがよいと

述べているが，d2及でu，.を合む数1聞の際識遺伝子llil.l朱
が必らずしも常に浸透率や茨m度を高めるとは|浪らない
ことから，著者らの得た結束力入、わゆるの，u，.の多国
発~Jtによるものとは考えられない。 d2 や u，. の庄の近く

に;仔在する微l~由遺伝子系によりその首長粒1生方、交配され，

これら非対立遺伝子同の交互「ド周によって出~¥，、表現!立が

k:IL~tせられたものではなかろうか。 ~Ió対立遺伝子の交正

YF!礼に関するド1，1告としては MOHAMED及び HANNA
(19G41 1);稲の平丈の有効凶子数を POWERS氏の方法で

分析し， 2ftの非対立遺伝子の j'\j互(1)刊をjU~疋し，また

HOUSE (1953)は3飯の突然変異の相互fFJHとしてキイ

ロショウジョウパエの姐)派に欠損を生ずることを報告し

た。また BREESE及び MATHER (1957)は倣働遺伝子

系の効果として染色体問の遺伝子の相互作用を強調し，

MILKMAN (1960)も染色体問の微働j宣伝子系の相力11的効

栄を，また KELLER及び MITCHELL(1962)は微仰J遺

伝子系間の上位性を述べている。なお MILKMAN(1966) 

は微働遺伝子系の染色体地12:¥('1'成上，また SPICKETT及

び THODAY (1963， 19661 は連続変異の研究J~'" 共に主

(動的標識遺伝子の有用性を指摘している。

主働遺伝子 Cl と他の)'~質との関係については， 1正lEL7

』型~)x叢粒型の F九2 世代を対象として古前íj卜!(判fl蹴t悦(~弟森1集長村及び高fi橋l品元

1968匂)でj述主(ベ4ておいたが， 史に位Iにを重ねた F4におい

て，ll'Q粒性fI，i;li+':lt:r:と正常fll;1{i;1tiの科長の平均11立の差につ

き3，7cmなるm立を得た。 QUALSET，SCHALLAR及び
WILLIAMS (1965)はアトラス大変の isogenic-lineを用

いで性と収量との相関反応を述べ， CHOWDHRY及び

ALLAN (1966)は小麦の同じく isogenic-lineにて科長
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と葉の分化の問に后~\，、関連性を認めている。持者らの実

験における秤長を更に詳しく分けて， 各系統(交雑後代

の) I :kJ で正JI引同体町一のl'f.長と議粒 I~U間体計のそれとの差

またこれらの遺伝子はfiifれも枝艇や節問のflll長に関与

する遺伝子と看倣すことができるから，このような研究

を通じて穂の形成機構を遺伝学的に解明する方途もrmか
を求めてみると，或る程度以上に科長が長くなった場合 れよう。

には Clj宣伝子が伸長を抑制する方向に働らくことを示

唆する結県であった。このような相関反応に関して，

HARDING及び ALLARD(19fi5)は段初表現型のとから

は多田l発現のように忠われた形質も，世代を重ねること

によりその関係は次第に絞れ，ついにはそれが連鎖関係

であったことを報告している。著者らの Cl遺伝子と秤

との関係は，はたしてその何れであるかは現在のところ

切らかでないが，いずれにしても両形質問で表現製相関

が認められたことは興味ある事実といえよう ο

輪枝性の分離に関しては，議粒i'tと同様に主働遺伝子

と微働遺伝子の相互作用により種々の表現度を有する個

体がF2に現われたものと考えられる。輪1変性の表現度

が高くなるほど，総長が短化の傾内を示したことは，叢

粒性が枝被先端部の伸長抑制lに因っているのと同様に，

輪伎とL、う形態がやはり材、軸の部分的伸長抑制とつらな

り，rl遺伝子の本来的な作用はこの点にあることを示す

ものである。 Cl，ri両遺伝子が共存する場合，高い輪校

性を表現する個体が生じたことは，Clが主軸の節間伸

長にも何らかの関係を保つことを物語るものである。な

お作物における相関反応としては ALLAN，VOGEL及

び PETERSON(19fi2)，または CHOWDHRY及び ALLAN

(1963)の小麦の例がある。

キ[I(t野及ひ、酒井 (19fifi，19(7)は稲の Sρi宣伝干による

校使欠如の特徴として， i)校伎の分化は正常に行令なわれ

るが発達の過程で糖、首に近い部分の枝使の発育がjfIJj!;ljさ

れること， iil形質表現皮はそれぞれの似体の別の遺伝子

(I'~背京ーにより影響されること iii) 表現度と他の形1~ と

の逃伝相関は特にf!L¥長と第-ui'i問長に於て高いこと， iv) 

表現度に|羽し高低~Iij方向への選政効果が現われたこと，

などを械告しているが， これは 5}う遺伝子も Clj室伝子

同様の泣伝子術成と形態的性格を有するものなることを

示すものである。

Cl，円及びゐPの各遺伝子が稲の総を形成する過税に

おいて示される夫々単独の働きや相互1'1・用にr!AJしては今

後に倹っところ多大であるが，今迄に得られた結~~に

よって，突然変異として見:.uされた叢粒性，輸校性及

びm史欠如による短1感性が質的にはこれらの主働遺伝子
に11'1るものであるとしても量的}[:'t立としての形質表現皮

において微働遺伝子併の相互作用を同附に受けているこ

とが夕、日られたわけで、ある。

要 約

1 稲の擬似叢粒1生には徴1動遺伝子が関与することが

判った。この徹、(動遺伝子は既存のlIlt積に広く分布し，

これらの品種はその表現度においてかなりの変異を示

した。

2. 品種毎の表現度はそれぞれかなり安定している

が，その反面放射線処理や冷水， j~光などの環境的変化

によって影響を受けることもまた事実である。

3. 擬似叢粒性の発現に関与するこれら微i劫遺伝子の

庄については不明であるが，第2及び第7)出鎖ltYに所属
する標識遺伝子 d2及び Urを含む交雑の後代において，

遺伝子型 d2Urのものでは叢粒性の表現度がi脅している

ことは注目に値する。

4 主働遺伝子 Clによるよー粒性と科の節問("1:長U:
(短縮化)との問に相関反応が得られた。

5. またこの Cl遺伝子と輸枝性に関与する主1助法伝
子バとの間には相五;作用が存するものと推定された。

G 枝便欠如に関する 51り遺伝子は枝被数には何らの

影響をも与えないが，穂、 f'iiiiの枝被の退化を惹起し，者rlt

:lミの著しい短化を生ぜしめることが報ぜられ， ~:者らも

それを確認したが，これらの砲の形成に関与する遺伝子

の相互作用や各mi位形成の貢献度を詳しく究明すること
は発育j立(云学的にも興味あることである。
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Summary 

A gene Cl is characterized by producing clustered 

spikelets in the top part of rachises. ln varieties or 

strains possessing Cl gene their spikelets are clus-

tered， two to五veor even more spikelets occurring 

close together. 

ln ordinary varieties or strains that lack Cl gene， 

their rachises generally bear solitary spikelets， how-

ever， some of these varieties or strains are not always 
free from the occurrence of clustering， though the 

degree of character expression is relatively low. This 

clustering habit is tentatively called “ps巴udocluster"

by the writers. 
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Strains used in the present examination di妊ered MorphologicaIly the effect of the Cl is a kind of 

in this respect， and they also behaved differently in growth inhibition of the top part of rachises， and 

crosses with the same Cl-lines. This may suggest similar e妊ectwas also recognized to some extent in 

the presence of polygenes in the ordinary varieties the effect of 門 gene，which is responsible for the 

or strains， which， at a glance， looked on as normal “rinshi-character" of rachises. The “rinshi" means 
in their spikelets arrangement. whorled arrangement of branches， and it appears 

An intriguing phenomenon was found out in that likely that by this gene the lower portion of a panicle 

th巴“pseudoclustering" expressivity was enhanced axis is shortened thus making more than three ra-

when d2， a gene for dwarfness (2nd linkage group)， chises closely set to each other near the panicle 

and Ur， a gene for dense panicle (7th group)司 were neck. 

m coexjstence. 


